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2009 年  07 月  14 日  

熊野の旅 これでは贅沢・・・茶粥  

 

 これが先日土曜日に「熊野古道世界遺産指定五周年記念イベント」の『熊野には味

がある』と言う企画の一つで振舞われた、『茶粥』です。 
 『茶粥』はこの一帯、紀州の南の方から吉野の山中に掛けて昔は日常的に食べられ

ていた物です。 
 今では、紀州名物とか吉野名物に成っています。奈良の名門ホテル「奈良ホテル」

でも出していたのではないでしょうかね。 

 
 『茶粥』はその名前の通り、「お茶」で炊いた「お粥」です。 
 味はほんの少し塩を入れることはあっても基本的には『お茶』の味です。 
 『茶粥』を炊くためには、おいしい番茶が必要です。 
 適当な渋みと香りがある番茶で無いとおいしい「茶粥」は出来ません。 
 お茶屋さんで売っている『番茶』や『ほうじ茶』では、熊野や吉野の茶粥の味は出

せません。 
 『田舎の番茶』が必要なのです。 

 
 『田舎の番茶』は「玉露」「緑茶」なんて高級なお茶を作らないので、一番摘みの

一番おいしいところまでそっくり「番茶」にしてしまいます。売っている二番摘みな

んて物では無いから、見掛けは不細工でも味はおいしいのです。ｒ 

 
 鍋一杯の水に少しの米を入れ、沸いてきたら、さらしの袋に入れた番茶を放り込み

ます。その袋は適当にお茶が出た時に取り出します。そのタイミングで味が変わるの

は当然です。 
 おいしいお茶には良いお水が必要です。 
 お茶の味だけで食わせる茶粥にも良いお水が必要ですが、紀州や吉野の山中の水は

すべて名水だったのです。石灰岩なんて物はありませんからね。 



 
 この振る舞いでは、こうして、「タクワン」と「干物」が付いてきました。 
 これも昔流といえば昔流ですが、ずいぶん贅沢な茶粥になります。 
 日常的に茶粥をすすっていた庶民の家ではこんなに沢山の「干物」が並ぶはずも無

かったのです。 
 今と違って、ものすごく塩辛い干物が一匹か二匹あればそれでも贅沢だったのが山

の中の生活だったのです。 
 ５０年も生きられなかったのも当たり前でしょうね。 
 今でも日常的に「茶粥」を食べるお年寄りも折られますが、『茶粥しか食べられな

い』のではなく、『茶粥を食べたいから…』に変わっていますから、８０歳を越すま

で長生きされるのです。 
 今では、立派な健康食です。 

 
 余談ですが… 
 熊野の番茶をおいしく焙じるにはちょっとしたコツもいるのですが、おいしく焙じ

られる『焙烙・ホウロク』が新しく開発されたようです。 
 常滑焼きらしいですが、本町三丁目の『丸田商店』で発売されました。 
 昔は我が家でも焼き物の『ホウロク』てお茶を炒っていました。 
 本当においしいお茶は『焙じてすぐ』なのです。 
 詳しくは本人に聞いてください。 
 ご主人がいれば大喜びで解説してくれると思います。 
 電話は 0597-85-2224 ご主人は WVY で通用します。本名 JH2WVY と言うア

マチュア無線家です。 
Tags:熊野市 熊野の味 世界遺産          by je2luz | 2009-07-14 09:49 | 

 

 

 

 

2009 年  07 月  15 日  

熊野の旅 半世紀前の今日でした 紀勢線全通 NIKON F  

 ５０年前の今日、紀勢西線と紀勢東線がつながり、『紀勢本線』が完成したのです。 
 私は高校生で今の家の隣、駅から４００m ほどのところに住んでいたのですが、お

祭りの嫌いな性格でしたからか、その記念行事とかの記憶がありません。 
 だから、写真もありませんね。 

 
 今日は記念列車も走るようですし、歓迎式典もあるようですが、お祭り嫌いは変わ

っていないので心は浮き立ちませんね。 
 でも、ネタ探しには出かけなくては…と、思っています。 

 
 この年の９月には『伊勢湾台風』が襲ってきたし、私の愛機『ニコン F』も発売さ

れました。 



 紀勢線全通とか伊勢湾台風が過去の物になってしまったのに、『ニコン F』だけは

いつまで経っても現役です。 
 私が買ってもらったのは発売最初のロットの物でした。 
 残念ながら、その最初のボディは手元にありません。巻き上げレバーの先が金属で

指を掛ける部分の形状もその後のとは違った物だったのです。 
 今考えると残念なことをしました。 
 今手元にあるのは、初期バ－ジョンではありませんが初代Ｆです。 
 今日はこれに、これまたその時にＦの標準として付けられていたニッコール５０

mm Ｆ2.0 
をつけて撮影します。 
 フィルムはトライＸ、現像は当然Ｄ７６ と言う、これまた当時と同じ物になりま

す。 

 
 回顧主義ではなく、要するに私のカメラや写真環境は半世紀の間あまり変わってい

ないと言うことです。 

  
 
 と、言うことで中味の無い記事になりました。 

 

・・・・・  

Tags:昭和 JR 紀勢本線             by je2luz | 2009-07-15 10:55 



2009 年  07 月  16 日  

熊野の旅 紀勢線全通５０年 1 記念列車  

 ７月１５日、１時間ほど前には怪しげな雲が空を覆いましたが、降り出す事もなく、

列車到着の到着前には強い日差しが戻りました。 
 紀勢線全通といっても、開通した５０年前のときは、ものすごく大きな出来事だっ

たのですが、５０年目と言うだけで、何かが変わるわけでは無いので、木本の街中な

どは全く普段と同じです。 
 記念列車が運行されることも、ほとんどの人は知りません。 
 大体、今の世の中の記念行事などというのはこんな物です。 

 
 予定通り、ニコン F にトライ X と言う組み合わせ持って、１１時ごろ『熊野市駅』

に出かけました。 
 駅の近くの線路脇には少し人が集まっていました。 
 駅前広場はそんなに人が居ませんが、駅舎の中とホームにはそこそこの人数が居ま

したね。 
 歓迎ように用意された「太鼓」もスタンバイし、隣の御浜町からは「ミス・みかん？」

もみかんジュースの振舞いように制服を着てスタンバイしていました。 
 あとは、地元新聞社や広報熊野のカメラマン、保育所の子供たち、市長の挨拶もあ

るので市の職員たち… 
 この人たちは「関係者」になるでしょうね。 

 
 よその沿線だと、こうした時には『てっちゃん』と言われる。『鉄道マニア』が沿

線にカメラの放列を敷くのですが、この辺には「てっちゃん」はほとんど居ません。 
 無理も無いですよね。 
 なにしろ、紀勢本線といっても、走る列車の種類が少なくて車両マニアでは面白い

ところまで行きません。 
 普通列車のポンコツ気動車と特急の二系統だけ…に近いですからね。 
 だから、昨日もカメラの放列は走行中の列車撮影ではなく、イベントの方に向いて

いました。 

 



 １１時１９分着の下り記念列車が尾鷲方面から熊野市駅に入ってきました。 
 沿線に居た見物人から出た声… 
 『なんじゃ、普通の特急かよ』… 
 『客車引っ張って来るんと違うんか？』… 
 と言う物でした。 
 確かに、特別飾り立てた車両でも無し、昔慣れ親しんだ茶色の客車でも無し、普段

走っている『特急・南紀』ですからね。 
 沿線で見たのでは、いつもの特急とはと時間が違うだけです。 

 
 でも、よく見れば前と後ろには記念列車の表示があるし、客車の入り口にも記念の

マークが付けられています。 

 

 

 

 
 それより何より、客車の中が一杯だったことが普段と違いました。 
 乗る方の「てっちゃん」は一杯出ていたようです。 
 記念切符で乗車していた人たちは、『紀勢線全通５０年』をたっぷり味わえたと思



います。 
Tags:JR 紀勢本線 熊野市 モノクロ          by je2luz | 2009-07-16 09:47  

 

 

 

 

2009 年  07 月  17 日  

熊野の旅 紀勢線全通５０年 ２ 歓迎  

 記念列車と言うものは、そんなに長く一つの駅にとどまるわけには行きません。 
 短い、盲腸のような路線の記念ならゆったり出来るでしょうが、今回の紀勢線全通

５０年の記念列車は、亀山から南紀白浜までの遠距離列車になりますから、いくら特

急並みの停車駅数でも時間は限られます。 
 熊野市駅は始発駅でも無いし… 
 それでも、２０分くらいは停車していたのでしょうね。 

 
 到着前には祝賀・歓迎用に準備された、太鼓・ミスみかん・木本保育所園児・熊野

市長…等がホームで待機していました。 
 臨時列車といっても、時間に正確な日本の鉄道ですから待ちぼうけになることなく

列車は入ってきました。 

 

 列車に小旗…昭和の時代にはよくあった光景ですね。 
 戦時中の出征兵士の見送り…戦後には天皇陛下の行幸のお迎え…鉄路の開通… 
 何かと言うと旗行列にちょうちん行列があった時代ですからね。 
 まあ、平成は平和な時代ですからこうして動員されていてもほほえましい話です。 
 当日は『記念入場券』が売られていましたが、私が駅に着いた１１時にはもう『売

り切れ』の札が掛かっていました。 
 しかし、記念行事で人の出入りが激しいので、入場券の改札などは無しでホーム下

の出入りは自由でした。 



 
 早朝４時３０分から発売したようです。 
 入場券は早くに売り切れたようですが、記念乗車券の方は列車が入るまで売ってい

ましたが、到着すると列車から降りてきたマニアがどっと押し寄せて完売しましたね。 
 列の後ろの人は変えなかったようです。 
 かの人たちは全部の駅でこうして切符を買うのでしょうね。 
 毎日これくらい切符が売れたら、紀勢線の赤字も減るでしょうね。 

 
 で、出番を迎えたのが太鼓です。 
 賑やかにたたいて、カメラマンの注目を浴びていました。 
 綺麗に晴れ渡った、絶好のイベント日和になったのですが、７月中頃のお昼頃に炎

天下での演奏…体力勝負のような様相でした。 
 残念ながら、記念列車は今流の窓の開かない車両なので、車内の乗客には聞こえに

くかったでしょうね。 
 開通当時の客車なら、みんな窓を開けて身を乗り出して眺めたでしょうけどね。 

  
 こうした記事用の記録写真のほかに、大太鼓の人の「ど・アップ」も撮っておきま

した。 



 普段のステージでの演奏中はいくら私でも他の観衆の関係で『ど・アップ』は撮り

づらいですからね。 
 次の記事にでも使おうと思っています。 

  
 このイベントの進行は、列車の時間と言うシビアな時間管理が背景にあるのでどん

どん進んでいっていましたね。 
 プロの司会者は入れて居なかったように思いますけどね。 
 駅に集まった観衆の多くはやっぱり報道陣やカメラマンでしたね。 
 そうですよね… 
 開通当時を知る人も、５０周年ともなると年ですからね。 
 高校生だった私が年金受給者なんですからね。 
 そして、同じ年に発売された NIKON F が、クラシックカメラ扱いされています。 
 この一連の写真はそのニコン F の標準レンズと８５mm で撮った物なのですけど

ね。 
 レンズもやっぱり、半世紀を経てきた物ですが、下手な今のレンズよりいいと思う

のですが・・・ 
 なんといっても、自動ではなく、こちらの意思で動かすと言うことと、長年手に馴

染んだ感触が心地よいです。 
             by je2luz | 2009-07-17 10:06  

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  07 月  18 日  

熊野の旅 紀勢線全通 50 年 3 これからは・・・  

 マスコミなどにも結構取り上げられて予告は十分だったはずの「紀勢線全通 50 周

年」も、一つ一つの町ではさほどの盛り上がりは無かったようです。 
 鉄道と生活の関係が希薄になっているからもあるでしょう。 
 紀勢線が全通した頃…昭和 30 年代 40 年代は田舎の生活は鉄道におんぶするとこ

ろが大きかったのです。 
 都会に出かけようと思えば、たとえ、鉄道の駅からうんと離れていても必ずどこか

の駅に出て、「汽車」に乗ったのです。 
 田舎の産物の米や野菜、材木なども「貨車」で運ばれ、田舎の人が着ている服や靴、

食べる塩や砂糖、郵便物に新聞なども「貨車」が運んできてくれたのです。 
 それだけに「鉄路」に掛ける期待も思いも大きかったのです。 
 今では他所に行くには「自家用車」、東京に行くには「夜行バス」…荷物を託すの

は宅急便…郵便も赤い郵便トラック… 



 人々の心の中から「鉄道」がどんどん薄れていっていますからね。 
 だからこのイベントも、あれほど前宣伝されていても、いつものイベントより人出

が少なかったのでしょう。 

 

 

 



 

 確かに、記念列車が来てもほんの 20 分ほどしか停まっていないし、長い沿線のど

こでも見られるし・・・ 
 記念切符も記念入場券も今の時代はマニアしか欲しがらないし… 

 
 ガソリンが枯渇してきてもう一度鉄道に時代が来るか…等と言っているうちに、自

動車の方がガソリン離れしているし… 
 なんだか『50 周年』を祝う行事を見て、鉄道の現状と将来を見る思いでした。 

 
 で… 
 この暑いさなかに、歓迎の太鼓をたたく人は汗びっしょり… 
 ステージではないところでの演奏なので張り付いて撮影できたので結構アップで

連写できました。 
 よく考えたら、こんな時に時間に合わせて演じられる『郷土芸能』って、太鼓の他

にはありませんね。」 
 開通当時のように『木本節』を踊る「綺麗どころ」も「婦人会」も無いですしね。 
 そんなのをやろうとすると、あの「特攻服」を着た「ソーラン」が出てくるでしょ

うしね。 
 かくして、記念列車は一路白浜に向かって出て行きました。 
カメラは    ニコン F＋ニッコール 85mm1.8 
Tags:JR 紀勢本線 熊野市 モノクロ            by je2luz | 2009-07-18  



2009 年  07 月  19 日  

熊野の旅 さすがは世界遺産  幟の波  

 下の写真、一枚目は「紀勢線全通５０周年記念列車」が熊野市駅に到着した時、脇

の構外で見物する人垣です。 
 二枚目は別の日の記念通り、オークワ前の光景です。 
 人間の数の比較ではなく、これらで共通なのは…『世界遺産・熊野古道』の「ノボ

リ」です。 
 熊野市中にこうして立てられています。 
 知らない間に少しデザインの違う物に入れ替わっていたりします。 

 
 今から２０年ほど前に、『熊野市物産振興会』と言う物を立ち上げました。 
 民間からの声で立ち上げて、市の補助金をほんの少し貰いました。 
 イベントに出かけるにも、統一した『ハッピ』も『ノボリ』も無かった熊野市です

から、まずそれを作ろうと思いましたが、何しろ予算がありません。 
 染め抜きの「ハッピ」や「ノボリ」は型を起こすのに金が掛かるので、５枚なんて

作っては一枚単価はものすごく高くなります。 
 役所では出来ないことですが、民間団体なので、呉服屋さんにお願いして「ハッピ」

は２０枚、「ノボリ」も２０枚取り合えずお願いして、たったそれだけを二年間の年

賦にしてもらいました。 
 ものすごく大切なノボリですから、本番以外には立てられないし、とても賑やかな

ほどにはなりませんでした。 
カメラは一枚目  ニコン F＋ニッコール 50mm2.0 



 
 今では熊野市中にノボリが乱立しています。 
 パチンコ屋だとか中古自動車屋のノボリがすっかりなくなってしまったのに、「世

界遺産」のは所構わずです。 
 大量に作るから一枚単価が安いにしても、すごいです。 
 北は『紀北町』から『尾鷲市』『熊野市』『御浜町』と立てられているわけですから

すごいです。 
 熊野古道に来られた方はこの「ノボリ」を見て嬉しいのでしょうかね？ 
 写真を撮る側からすると、ポイントになったり、ものすごく雰囲気を壊したり… 
 それにしても、『世界遺産』の威力はすごいです。 
 こうしたことには毎年ふんだんに予算が付いてくるようです。 
 やっている小さなイベントみたいな物にも補助金が出ていますしね。 
 一部では、補助金が付いてしまっているのでやらなくては仕方ない行事もあるよう

です。 
 そのものの効果なんて関係ないですからね。 
 『役所の実績作り』が目的としか民間では見えないこともありますね。 
 その点、箱物や有形物はいいですね。形があるから決算報告はしよいです。 
 そして、お役所予算には後年の追跡調査が無いですからね。 
 こんな細かいところには会計検査院の目は届きませんしね。 
 なにより、これに疑問を感じる市民も少なくなってしまっています。 
 観光客の数より多い位のノボリを立てていても不思議じゃないんですね。 
   二枚目 オリンパスワイド 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ          by je2luz | 2009-07-19 10:46  



2009 年  07 月  20 日  

熊野の旅 夜店も様変わり  

 昔々の夜店には独特のにおいがありました。 
 綿菓子の甘ったるい匂い、焼きイカの醤油の焦げる香ばしい匂い…それに混じって

漂っていたのが、『カーバイド』の匂いでした。 
 今では化学の時間にしか出てこない物ですが、かつては大活躍した物です。正体は

炭化カルシウムというもので、水を掛けるだけで可燃性のアセチレンガスが発生する

物です。 
 そのアセチレンガスを燃やして灯りを点していたのです。 
 その時、「カーバイド」に含まれている不純物の硫黄分などの匂いが漂っていたの

です。 
 かなり明るし、邪魔なコードは無いし…でも、可燃性のガスが水を掛けるだけで発

生する物を持ち運びますから時々爆発事故もありました。 
 もう一つ…今でも東南アジアでは密漁に使われていますが、ラムネのビンなどにカ

ーバイドを入れて水中に投げ込んで爆発させ肴を取るなんてこともやっていました

ね。もちろん日本でも昔から違法ですけどね。 
 防波堤などの夜釣りなどにも使われていましたね。 
 これに、昔の女の人の化粧品はにおいが強かったので人が集まるとそのにおいも混

じるし・・・ 
 昔の夜店にはこうした匂いが充満していた物です。 

 
 こうした夜店も知らない間にカーバイドなんてのが姿を消し、露天を照らしていた

裸電球もささやかな暗いものからまばゆいばかりの大きな電球になりました。 
 売っているものも、カラフルでギンギラギンになりました。 
 恐ろしく綺麗で格好良いお店が並ぶように成ってきたのに… 
 でも、はしゃいで走り回る子供がすっかり居なくなってしまいました。 



 
 無理も無いです。 
 熊野市のようなところでは、一番大きかった木本小学校の児童数が、「半減」では

なく「1/10」になっているのですからね。 
 イベントの出店も、子供目当ての露天商さんが数を減らし、大人向けの出店が増え

ています。 
 それも、本業は露天商ではない人の店が多いですね。 

 
 かつては夜店の足元は暗いものと相場は決まっていたのですが、今ではそうでもな

いところもあります。 
 元々街灯があって歩くに不自由しない通りでも発電機つきの移動照明灯を動員し

て照らし出します。 
 カーバイドの代わりに排気ガスのにおいが漂います。 
 そぞろ歩く？ご婦人もずいぶん昔の娘さんやかなり年季を経た奥様方になってい

るので、通りすがりにほんわかと…なんて雰囲気ではなくなりましたね。 



 

 それに、やっぱりイベントの増えすぎでしょうね。 
 昨夜は『花の窟神社』でも夜店が開いていたようですが、わが町内の『稲荷さん』

も来週が夜店…夏祭りだったような気がします。 
 神社の無いところでも、ビヤガーデンがあったり…夜店だらけです。 
 小さな町内のが消え始めたら、「世界遺産」が後追い加入でやってくれますしね。 
 イベント予告なんてのは賑やかなんですけどねえ… 
 主催者さん方、本当にご苦労さんです。 
   カメラは オリンパスワイド 
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